
お
知
ら
せ

未
来
の
生
活
設
計
を
考
え
よ
う

　

11
月
30
日
㈰
は
年
金
の
日
。
年
金

記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
み
額

を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
、
自
分
の

年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将

来
の
年
金
受
給
見
込
み
額
に
つ
い
て
、

年
金
記
録
を
基
に
試
算
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
る
か
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.nenkin.go.

jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
前
橋
年
金
事
務
所
☎
０
２
７
―
２

３
１
―
１
７
０
６

12
月
１
日
は
図
書
館
が
全
館
休
館

　

12
月
１
日
㈪
は
、
市
立
図
書
館
と

各
分
館
、
こ
ど
も
図
書
館
の
全
館
が

休
館
し
ま
す
。

問
市
立
図
書
館
☎
０
２
７
―
２
２
４

―
４
３
１
１

初
め
て
の
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

こ
ど
も
図
書
館
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん

に
絵
本
を
１
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
実
施
。ま
た
、

毎
週
土
曜
の
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
子
育
て
相
談
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

絵
本
の
引
き
換
え
期
限
＝
子
ど
も
が

１
歳
に
な
る
誕
生
月
の
月
末
ま
で

問
同
館
☎
０
２
７
―
２
３
０
―
８
８

３
３

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
調
整

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
県
内
の
事

業
所
に
勤
め
る
労
働
者
と
事
業
主
の

労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

県
環
境
森
林
事
務
所
、
県
森
林
事
務

所
に
相
談
す
る

□
流
通
・
販
売
が
で
き
な
い
野
生
の

山
菜
や
き
の
こ
の
種
類
と
産
地

　

〈
き
の
こ
〉
沼
田
市
、
嬬
恋
村
、

東
吾
妻
町
、
高
山
村
、
安
中
市
、
長

野
原
町
、み
な
か
み
町
〈
タ
ラ
ノ
メ
〉

高
崎
市
倉
渕
町
〈
マ
ダ
ケ
〉
渋
川
市

の
一
部
（
旧
渋
川
市
、旧
小
野
上
村
）

〈
コ
シ
ア
ブ
ラ
〉
み
な
か
み
町
。

問
東
部
農
林
事
務
所
☎
０
２
７
―
２

８
５
―
４
１
１
６

受
給
者
証
と
保
険
証
を
忘
れ
ず
に

　

子
ど
も
や
重
度
心
身
障
害
者
、
高

齢
重
度
障
害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭

な
ど
の
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
受
給
者
証
）
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人

が
、病
院
な
ど
で
受
診
す
る
と
き
は
、

受
給
者
証
と
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
の
被
保
険
者
証
か
組
合
員
証
（
保

険
証
）
も
必
ず
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
保
険
証
を
持
た
ず
に
受
診

し
た
場
合
は
、
医
療
費
の
全
額
が
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

福
祉
医
療
制
度
は
、
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
適
正
な
受
診
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

□
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は

届
け
出
を

　

福
祉
医
療
の
受
給
者
で
次
の
場
合

は
、
市
役
所
国
民
健
康
保
険
課
か
各

支
所
へ
早
め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
届
け
出
事
由
（
用
意
す
る
物
）

　

①
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
変

わ
っ
た
（
受
給
者
証
、
保
険
証
）
②

受
給
者
証
を
紛
失
・
破
損
し
た
（
保

険
証
）
③
転
出
・
転
居
す
る
（
受
給

者
証
、
保
険
証
）
④
新
た
に
申
請
す

る
（
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）。

問
国
民
健
康
保
険
課
☎
０
２
７
―
８

９
８
―
６
２
５
３

体
育
施
設
の
利
用
調
整
会
議

　

来
年
度
の
体
育
施
設
（
東
部
地
区
）

の
利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
20
日
㈯
①
午
前
10
時
②

午
後
１
時

会
場
＝
宮
城
体
育
館

対
象
＝
来
年
度
に
次
の
施
設
で
大
会

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
団
体

対
象
施
設
＝
①
は
大
胡
体
育
館
、
宮

城
体
育
館
②
は
宮
城
総
合
運
動
場
多

目
的
広
場
・
陸
上
競
技
場
、
千
本
桜

野
球
場
、
粕
川
西
部
運
動
場

申
込
書
の
配
布
＝
宮
城
体
育
館
で
。

東
部
施
設
管
理
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
15.w

ind.ne.
jp/̃tohbu-tiku/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
12
月
５
日
㈮
ま
で
に
申
込
書
に
記

入
し
宮
城
体
育
館
（
☎
０
２
７
―
２

８
３
―
８
７
３
５
）
へ
直
接
。
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
０
２
７
―
２
８
３
―

８
８
６
１
）
で

場
合
は
、
放
射
性
物
質
検
査
を
行
う

か
県
な
ど
の
検
査
結
果
を
参
考
に
す

る
な
ど
し
て
、
基
準
値
以
上
の
放
射

性
物
質
を
含
ん
だ
物
を
摂
取
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
採
取
す
る
と
き
の
注
意

●
採
取
地
が
放
射
性
物
質
に
よ
る
採

取
自
粛
地
域
で
な
い
こ
と
を
確
認
す
る

●
土
地
所
有
者
な
ど
の
承
諾
を
得
て

採
取
す
る

□
流
通
・
販
売
す
る
と
き
の
注
意

●
出
荷
自
粛
・
制
限
地
域
か
ら
採
取

さ
れ
た
物
を
流
通
・
販
売
さ
せ
な
い

●
出
荷
自
粛
・
制
限
地
域
で
な
い
場

所
か
ら
採
取
し
た
場
合
も
、
出
荷
前

に
必
ず
放
射
性
物
質
検
査
を
す
る
か
、

市
役
所
農
林
課
東
部
農
林
事
務
所
や

ま
ち
な
か
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

開
催
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
12
月
１
日
㈪
〜
来
年
１
月
31

日
㈯
、
午
後
５
時
〜
10
時

会
場
＝
馬
場
川
通
り
・
千
代
田
通
り
・

広
瀬
川
（
諏
訪
橋
〜
厩う

ま
や

橋
）

問
ま
ち
な
か
再
生
室
内
光
の
街
ま
え

ば
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
☎

０
２
７
―
２
３
０
―
８
８
６
６

安
全
性
を
確
認
し
て
食
べ
よ
う

　

山
野
に
自
生
す
る
山
菜
や
き
の
こ

は
、
農
家
が
栽
培
す
る
物
と
異
な
り

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
で
消
費
す
る

コラム
ようこそ市長室へ
スマートフォンまたは

タブレット端末でご覧ください

長市

　先日、防府市から毛利元就公の子孫を団長と
する、市民訪問団のご一行が本市を訪れ、初代
群馬県令楫

か

取
とり

素
もと

彦
ひこ

ゆかりの臨江閣や高浜公園を
見学されました。その際、防府天満宮の「飛

とび

梅
うめ

」
が本市に寄贈され、前橋公園に「至誠の梅」と
して植樹されました。　　　　　　　　　　　　
　また別の日には、室生犀星のお孫さんと萩原
朔太郎のお孫さんが前橋駅で100年の時を経て再
会を果たし、市内を散策した後、シネマまえば
しで対談をされました。これは100年前、新進の
詩人だった室生犀星が朔太郎に憧れて前橋を訪
ねたという事実を本市の事業で再現したもので
す。ことしで22回目となる萩原朔太郎賞の受賞
者も９月１日に決まり、“朔太郎”の研究がます
ます深まることを期待します。　　　　　　　　
　一方で、宮城地区の農家の方々が宮中行事に
使う粟

あわ

を皇居へ献上しています。この伝統は実
に60年以上も続いています。　　　　　　　　　
　前橋の歴史を振り返れば、前橋
の未来が見えます。　　　　　　　

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎
０
２
７

―
２
２
６
│
２
７
８
３

「
あ
か
ぎ
の
輝
き
」
を
販
売

　

前
橋
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ラ
「
あ

か
ぎ
の
輝
き
」
を
１
５
０
株
販
売
し

ま
す
。

日
時
＝
12
月
14
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
＝
敷
島
公
園
ば
ら
園

対
象
・
販
売
数
＝
市
内
在
住
の
人
、

１
世
帯
１
株
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

費
用
＝
１
，
５
０
０
円

申
11
月
28
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
世
帯
１
通
）。住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・「
あ
か
ぎ

の
輝
き
希
望
」
を
記
入
し
、
〒
３
７

１
―
０
０
２
７
平
和
町
一
丁
目
２
―

６
・
公
園
管
理
事
務
所
（
☎
０
２
７

―
２
１
０
―
２
０
１
０
）
へ

医
療
と
介
護
の
負
担
額
を
軽
減

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入

し
て
い
る
世
帯
に
介
護
保
険
の
受
給

者
が
い
る
場
合
、
自
己
負
担
額
を
合

算
し
て
一
定
の
限
度
額
（
下
表
の
と

お
り
）
を
超
え
た
と
き
は
、
そ
の
超

え
た
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
昨
年

８
月
１
日
か
ら
こ
と
し
７
月
31
日
ま

で
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

７
月
31
日
時
点
で
国
保
に
加
入
し

て
い
る
支
給
対
象
者
に
は
、
12
月
以

降
に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、

国
保
以
外
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
の
窓

口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
課
☎
０
２
７
―
８

９
８
―
６
２
４
９

イベントや市政情報をお届けします（５分間）

市政情報をラジオで放送

まえばし情報ステーション

11月23日㈰午後１時～（20分間）（再放送：11月25日㈫午後３時30分）

歴史再発見「前橋ルネッサンス」

ラジオインフォメーションいきいき前橋
エフエム群馬　86.3MHz

まえばしCITYエフエム　84.5MHz
まえばしスクール通信

月曜～金曜 土日曜

本放送 午前7時54分
再放送 午後5時54分

午前9時44分

午後1時54分

毎週日曜（11月23日を除く）午後１時～（20分間）
（再放送：火曜午後３時30分）
学校の特色を子どもたちが発信します。
11月30日　桃瀬小　12月７日　芳賀小
12月14日　嶺小

毎週金曜午前９時53分～（４分間）（本年度の放送は11月28日㈮に終了します）

世帯の自己負担限度額

対象
所得区分

国民健康保険と介護保険の合計額
70歳～74歳 70歳未満

現役並み所得者※１
（上位所得者※２） 67万円 126万円

一　般 56万円 67万円

住　民　税
非課税世帯

低所得者Ⅱ※３ 31万円
34万円

低所得者Ⅰ※４ 19万円
※１　70歳以上で負担割合が３割
※２　70歳未満で世帯員全員の合計所得が600万円を超える
※３　世帯員全員が住民税非課税
※４　世帯員全員が住民税非課税で所得が一定基準以下

くらしの情報

広報まえばし　平成26年11月15日号 10市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111

申＝申し込み　問＝問い合わせ

11 10

く
ら
し
の
情
報

IN
FO
RM
A
TIO
N

不審な電話に注意を
　市消防局職員を語り、「避難所開設のために年齢や家
族構成を教えてほしい」と電話があったとの報告が多

く寄せられています。消防局では、このような電話を
かけることはありません。ご注意ください。不審に思
ったらその場で回答せず、問い合わせてください。
問消防局総務課☎027-220-4503


